	開催セミナー

	第９２回　農楽マッチ勉強会

	日　時
	2020年11月15日 (日)

　　13:30～16:00
	場　所
	大阪市立総合生涯学習センター
祭2研修室

	講　演　者

	１．石山靖子さん、吉田宏栄さん（楽農プロジェクト＆「えん農フェス」運営事務局・統括ディレクター）
２．特別講演：平井ナナエ氏（えん農フェス発起人。「楽農家族」創設者。「楽読」創始者。宇宙経営運営。）

	タイトル
	「えん農フェス」の紹介・報告／平井ナナエ氏特別講演「生き方の目覚め」

	内容
	１、楽農プロジェクト～えん農フェス～の紹介・結果報告
2020年春、農家支援の第一人者である当法人理事長・山本文則氏と、作家プロデューサーとしてご活躍の山本時嗣氏の出会いをきっかけに、平井ナナエ氏（「楽読」創始者）、瀬川映太氏（伝動詩人）の4人を発起人として、農家と消費者のご縁をつなぐ「酪農プロジェクト」が発足しました。初イベントとなる「えん農フェス」は、「2030年に日本の食糧自給率を100％に！」を目標として掲げ、全国区で開催。(2020年10/17～31)
目標達成に向け、まずは日本の農業の現状について知って頂く機会を提供したいとの思いから、現役農家さんと、農業に関心のある著名な人気作家さんとがコラボするインタビュー動画を15日間にわたり毎日、昼夜2回(時には3回！)生配信！最終的に、合計33回という驚異的な配信回数を記録し、大きな反響を呼びました。また、この動画配信と並行して農業体験イベントも企画し、全国の農家さんと消費者が直接触れ合う場を提供したほか、全国各地の畑や田んぼ、農作業現場から現地リポート配信も行いました。
本日の勉強会では、これら多数のイベントを開催するにあたり、運営実務の要となる統括ディレクターの重責を担い、日夜寝る間を惜しんで人と人をつなぐ調整役に取り組んだお二人に、フェスの裏話、反響・結果や感想などについてお話を伺いました。
フェスのプログラムは何も形のないところから始まりましたが、「生産農家さんの熱い想いを伝えたい」という一心で、関係者とマメにミーティングを行い「日々、行動しながら考える」を積み重ねた結果、フェスは多くの人を巻き込み日に日に大盛況に！掲げていた数値目標も見事に達成し、お二人にとってはこれまで味わったことのないほど濃密な１５日間となったそうで、今は達成感とやり遂げた充実感でいっぱいとのことでした。
インタビュー動画再生回数は現在も続伸中で、今後の活躍に期待が寄せられています。
最終日(10/31)集計■動画再生回数 38,000回 ■#えん農 いいね！獲得件数 16,700回
                ■参加農家さん ７５軒(47都道府県達成！) ■イベント開催 28件
[image: image1.jpg]


　[image: image2.png]e sy,
D ]

i e A=
ﬁu&@wf




　[image: image3.jpg]



(左から)吉田宏栄さん、石山靖子さん                      理事長・山本文則氏
２、特別講演：平井ナナエ氏　「楽読」創始者。宇宙経営運営。
【講師プロフィール】
2006年 株式会社リターントゥヒューマン「速読スクール」を創業。「人が本来あるべき姿へ還る環境提供」を理念とし、国内外に5つの会社、2つの社団法人を運営。
現在はRTHグループCEOとして楽読を広げる活動に従事する傍ら、引き寄せマスターとして、世界各地で自身の体験を交えた講演活動を行っておられるほか、宇宙の法則（引き寄せの法則）を生かした経営コンサルティングで、経営者をサポートされています。
農業にも関心がおありで、2020年10/17～10/31に行われた作家と農家で起こす1万人イベント「えん農フェス」では発起人の一人としてご活躍されました。その後、フェスで掲げた目標を達成に導くべく、農家と消費者をつなぐコミュニティ「楽農家族」を創設され、熱意を持って活動中でおられます。
講演タイトル：「生き方の目覚め」
まず最初に、「自分が感じることを大切にしましょう」というお話がありました。人は言葉に導かれ、誰かに合わせることで自分軸がずれていきます。また、ずっとビルの中にいると「自分が何を感じているか」がわからなってくるため、その感性を取り戻す必要があるそうです。自らの感性を取り戻す方法としては、自然の中にいること、自然に触れ、風を感じたり木々の揺らめきを眺めたりすることが最も効果的とのことでした。
20年前は「根性論」の時代であり、言い換えれば自分を押し殺して頑張る時代でしたが、これからは、「楽しんでいることで成功する時代」になるそうです。
平井さんはご自分の経営者気質を生かして速読の教育スクールを運営しておられますが、この会社を創られたのは、社名が表すとおり「リターントゥヒューマン」＝「感性・自分らしさ（個性）を取り戻す場を提供したい」という想いからだそうです。自分の個性がわかれば適材適所がわかり、楽しく生きられることにつながっていきます。
大人が通う速読教室は続きにくいそうですが、なぜ続かないかの理由は明白で、トレーニングが楽しくないから。楽しくないと頑張らなくてはいけないから続かない。という負のスパイラルになっているとのことでした。農業も同じで、つらい、厳しいばかりでは継続が難しいことから、「農業も、楽しいと思えるスタイルを作りたい」と力強い口調で述べられました。
平井さんご自身が後世に残していけるものは、「人」「ビジネスモデル」「精神性」とのことで、例えば子供たちに機材を配って動画を編集させるなど、世の中にこれまでになかった教育方法やサービスを生み出していきたいという意欲にも満ち溢れておられました。若い人たちに対しては、「普通こうだよ」という既存ルールに従った思考ではなく、クリエイティブに「どうやったらやれるか？」を考える人であってほしいとの願いをお持ちでした。
古民家再生、バクチャーなど、地球環境保全への意識も高く、「お金はエネルギーであり、価値あるものとの交換」「時間は人の命」「小さな一歩が大きな一歩になる」など、心に残るお言葉を頂戴しました。今後は、えん農フェスの志(2030年に日本の自給率100％)を受け継ぐ形で創設したコミュニティ「楽農家族」の活動を継続的に行い、農家と消費者との懸け橋となることで、生産農家の支援に携わって頂けるとのことでした。
・ブログ　http://ameblo.jp/nanaehirai/

・「楽読」ホームページ　http://rth.co.jp/

・リターンスクールホームページ　http://returnschool.com
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平井ナナエさん
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「楽農家族」コミュニティ

	文責
	秋田けいこ


